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中国南部とバンコクを結ぶ陸路の要となる橋の建設に 

関係国が合意 

第１４回メコン河流域圏（GMS）閣僚会議で 
 

[マニラ、2007 年６月２１日] アジア開発銀行（ADB）本部で開催された第１４回メコン河流域圏

（GMS）閣僚会議は２１日、中国南西部の省とバンコクをつなぐ陸路の要となるメコン河国際橋*の建設

について、中国、タイ、およびラオス３か国の政府閣僚が合意し、閉幕した。 

 

この橋は、中国及びタイ両政府の支援によりタイ北部のチェンコンとラオスのフエイサイに架かるも

ので、２０１１年に完成の予定。これにより、メコン河流域国と ADB が１０年余をかけ同地域で開発を行

ってきた南北回廊がいよいよ開通することになる。 

 

「この重要な橋の完成により、中国の雲南省からラオスを経由してタイに至るまでの間を初めて陸路

で移動できるようになり、貿易や観光の活性化、ひいてはメコン河地域の統合促進など、計り知れない

可能性が開けるだろう」とADBのグリーンウッド副総裁は述べた。 

 

ADB 本部（マニラ）では、メコン河流域各国政府の高官等が出席して１９日から２１日まで会議が開

催されており、今回の建設計画合意への署名は最終日、閣僚会合の閉幕に際して行われた。一連の

会議では、同地域における経済拡大と貧困削減に向けた協力の強化等が議論された。 

 

ADBは、メコン河流域各国政府の主導のもと１９９２年に開始された「メコン河流域圏（GMS）経済協

力プログラム」を積極的に支援してきた。その後、同地域は世界で最も速い成長を遂げる地域のひとつ

へと発展し、近年のGDP伸び率は平均約６％に達している。 

 

この GMS 経済協力プログラムについてグリーンウッド副総裁は、「関係者が緊密に連携して着実に

結果を出してきたこの１５年間は、誇るべきものだ。同プログラムは、近隣国同士の協力と協調行動が

成果をあげることができるという、極めて力強いメッセージを発信しているといえる」と述べている。 

 

メコン河流域国であるカンボジア、中国、ラオス、ミャンマー、タイ、ベトナムは、互いの連携を強め、

競争力を高め、共同体としての意識を培ってきた。 

 

GMS 経済協力プログラムにおける最近の成果としては、２００６年１２月、日本政府が支援した第２

国際橋がタイ（ムクダハン）・ラオス（サバナケット）国境間に完成したことによる東西回廊の開通があり、

これにより、流域６カ国のうち４カ国を横断する１５００キロに及ぶ区間で、改良された道路が完通した。 

 

これ以外にも、カンボジアとベトナムにおける二つの幹線鉄道がADBの支援により着工したこと、「人

と物の国境通過の円滑化に関する協定」の全ての附属書と議定書が合意・署名されたことなどの成果

                                                 
* 正式名称はメコン河流域南北経済回廊国際橋（Greater Mekong Subregion North-South Economic 
Corridor International Bridge)。 
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ADB のニュースリリース（和文）は、下記ＵＲＬにても

ご覧いただけます。 
http://www.adb.org/JRO/doc-news.asp 

がある。また、国境を越えた送電線網の開発や、同地域各国間の電力の取引に関する合意締結に向

けた作業も進められている。 

 

更に、同地域国間を結ぶ光ファイバー幹線の構築による「情報スーパーハイウェイ・ネットワーク」の

第１フェーズがまもなく完成予定であるほか、域内における環境問題に対する「コア環境プログラム

（Core Environment Program）」を通じた取り組みも進んでいる。 

 

こうした地域一体としての取り組みは、HIV/AIDS 感染症を含む伝染病の越境拡大の防止のための

監視システムや制度的な能力の強化にも成果をもたらしている。 

 

GMS 諸国は、１９９２年には３７０億ドルだった輸出高が２００６年には１８２０億ドルと、ほぼ５倍に増

加。年間の観光客数も、１９９５年の１０００万人から、２００６年は２倍以上の２２００万人を記録した。

GMS 諸国に対する海外直接投資も、１９９２年は約３０億ドルだったが、２００５年は７０億ドル近くに増

えている。 

 

今回の閣僚会議では、GMS経済協力プログラムの２００２年～２０１２年の１０年間の戦略の中間レ

ビューの結果についても議論された。同中間レビューでは、インフラ開発をよりバランスのとれた形で進

めることや、直接的な生活向上や貧困削減に資する諸施策が提言されている。今回の提言をふまえ、

各国閣僚は、それぞれの政府高官に対して、優先分野別に５年間のアクションプランを策定するよう指

示した。 
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